
次期行政改革の取り組み

委員の皆様へのお願い

忌憚のないご意見、ご感想をくださいますよう

お願いいたします。

資料４

◎ 次期行政改革の取り組み

1

現在の行政改革プラン（第３次）の計画期間
＝ 平成30年度 ～ 令和３年度

→ 計画期間の最終年度

次期行政改革の取り組みについて、現状、市として明確な方向性を持ってはいない。

一方で、

①今の時代に即した

②行政改革の取り組み等について考える必要性がある

・リアルタイムの情報を活用した新たなビジネスモデルの発生
・社会のルールやモラルのミスマッチ（例：AIの普及への不安等）
・人口減少
・気候変動による災害の激甚化
・ｗith/afterコロナによる社会変化 など

次期の
行政改革の取り組み
について検討

＜これまでの行革＞
・スリム化（民間委託、民営化など）
・効率化
（手続きオンライン化、システム化）
・公平性・透明性（情報公開など）

＜キーワード＞
・ガバメントDX ※
・時代の変化に遅れない、先取りをする行政

※２行政の業務をシステム化するだけにとどまらず、人工
知能（AI)などの革新的な技術により社会経済の変化をとら
え、組織の戦略や編成の在り方を抜本的に見直すこと。


